
 

（第２号様式）   
令和８年３月31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立 鶴見高等 学校長  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新学習指導要領を着
実に実施することで、
主体的に学習に取り組
む態度を育成し、探究
力を育む。 
・指導と評価の一体化
の視点を踏まえ、主体
的・対話的で深い学び
の実現を追求する。 
・ICT や AI 等、新たな
技術を採り入れ、新時
代に対応できる DX人材
を育成する。 

①新学習指導要領を適切
に運用し、生徒一人ひと
りの主体的な学習への態
度と探究力を育む。 
②指導と評価の一体化を
目指し組織的な授業改善
に取り組む。 
③新たに導入された ICT
機器を用い、生徒個々に
応じた効果的な利用を目
指す。 

①発問・課題に対して協働
して取り組み思考する授
業、学びを主体的に深める
ための授業への転換を図
る。 
②研究授業の振り返りの際
に各教科で形成的評価の実
施状況について調査し実施
率100％を目指す。 
③授業等において効果的な
ICT の利活用を追求し、利
用率100％を目指す。 

①発問・課題に協働して取
り組み思考する授業、学び
を主体的に深めるための授
業を実施することができた
か。 
②組織的な授業改善の取り
組みとして、形成的評価の
実施 100%を達成できた
か。 
③授業等において効果的な
ICT の利用を実践し、１人
１台端末を活用した授業実
践100％を達成できたか。 

①研究授業や生徒による
授業評価により、学びを
主体的に深めるための授
業改善を行うことができ
た。  
②③すべての教科におい
て、教科の特性に応じた
形で ICT の利活用を行っ
ている。  
 

①生徒による授業評価
等の結果をもとに、授
業改善について具体的
な数値によって検証し
ていく必要がある。  
②③教科単位で見る
と、すべての教科で
ICT を活用した授業実
践が行われているが、
教科の中でも学年や授
業時期によって差があ
る。 
 

①「生徒による授業評
価」は、生徒による意見
表明の場という見地から
も必要であり。結果を分
析し、改善に反映させて
いくことが重要である。
また教科横断的な情報共
有や指導法研究により、
更なる充実した取り組み
が期待される。 
②③ICT の利活用につい
て、すべての教科におい
て、教科の特性に応じた
形で行われていることは
評価できる。AI 利用につ
いて生徒への指導も必要
である。 

①さらなる授業改善
を進めていくため
に、具体的な数値か
ら授業評価の内容を
各教科で検証してい
く必要がある。 
 
 
 
 
②③形成的評価や ICT
の利活用について、
すべての教科におい
て、取り組み状況
を、具体的な数値を
もとにして改善をさ
らに進めていく必要
がある。 

①授業評価の内容
をもとに、生徒の
授業に対する具体
的な要望を把握し
授業改善に活かし
ていく。 
 
 
 
 
②③研究授業週間
や日々の情報共有
を通して、形成的
評価とICT利活用に
ついて、より効果
的な方法の検討に
引き続き取り組ん
でいく。 
 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

・予防的な生活指導を
実践しピア・サポート
を浸透させる。 
 
 
・生徒一人ひとりの高
い規範意識とコミュニ
ケーション能力を育成
する。 
 
・学校行事や部活動等
を通じて、生徒の主体
性・リーダーシップを
育成する。 

①全職員の共通認識のも
と、基本的生活習慣の確
立と交通安全などの規範
意識の向上を図る。 
 
②子どもたちが抱えてい
る課題を早期に発見し、
課題解決に向けて適切な
支援を行う。 
 
③学校行事や部活動、委
員会活動において、生徒
が主体となり行い、生徒
のリーダーシップのもと
マネジメントされた活動
を推進していく。 

①基本的な生活習慣の確立
と規範意識の向上に向け、
生徒一人ひとりの状況を把
握した上での交通安全指導
に日々取り組む。 
②サポートドックや各種ア
ンケート、面談等を通し生
徒一人ひとりの実態把握に
努め、必要に応じSCやSSW
と連携した支援を行う。 
③学校行事や部活動、委員
会活動に、生徒が積極的に
参画し、自らマネジメント
できるように支援し、実践
的な態度と主体性を伸長さ
せる。 
④部活動への加入率 90％
を目指す。 

①学校全体で共通認識のも
と、基本的生活習慣の確立
と交通安全指導を実施でき
たか。 
 
②生徒の状況に合わせ、迅
速かつ適切な対応ができ、
外部機関とも連携できた
か。 
 
③学校行事や部活動、委員
会活動において、生徒自ら
がマネジメントした活動が
できる場面を作ることがで
きたか。 
 
④90％以上の部活動加入率
を確保できたか。 
 
 
 

①基本的な生活習慣の確
立に向け、月ごとに生徒
の実態に合わせた遅刻指
導を実施した。ヘルメッ
ト着用など交通安全指導
を実施した。 
②サポートドックなどの
アンケートや担任との個
人面談を活用し、困難を
抱える生徒の早期発見に
努めた。必要に応じてＳ
ＣやＳＳＷと連携し、適
切な支援をすることがで
きた。 
③生徒主体、生徒運営に
よる学校行事を行うなか
リーダーを育成し、リー
ダーのもと、生徒同士が
協力し合いマネジメント
できる環境を創った。ま
た、その活動を通して生
徒に実践力と責任感を学
ばせ、成し遂げた時の達
成感から自己肯定感を持
たせた。 
④1 年生部活動入部率は
４月当初85％であった。 

①学校全体で共通認識
を図るため、校内の指
導規準等の見直しを継
続していく。生徒の交
通安全に対する意識の
向上を図る。 
 
②外部機関との連携を
より円滑にすすめるた
めに、ＳＣ・ＳＳＷ間
での情報共有の場を定
期的に設定していく。 
③生徒主体ではある
が、リーダーシップあ
る生徒が少なく、ま
た、グループでの協力
体制も脆弱で、計画が
進まないことがみられ
た。生徒の力を十二分
に引き出すために生徒
自らが行わなければな
らないことや場面を増
やす必要がある。 
④部活動に対して中学
校で満足している生徒
が多く、また、高校で
は校外活動に興味があ
る生徒もいる。部活動
の魅力の発信を HPなど
で行うなどして入部率
90％を達成したい。 
 
 
 

①継続的な指導・支援が
できていることは評価で
きる。交通安全に対する
生徒の意識向上につい
て、自転車ヘルメットの
着用について定着が進ん
でいることは評価でき
る。この取り組みが地域
のモデルなることも意識
し取り組みを支援するこ
とを期待する。 
②SNS 等のトラブルにつ
いても、継続的な取り組
みが期待される。 
 
③生徒の主体性を育てる
取り組みが継続的にされ
ていることは評価でき
る。 
 
 
 
 
④部活動入部率は高い
が、短い期間での離部も
多いとのことなので、部
活動継続の意義を感じ取
らせたい。 

①基本的な生活習慣
の確立に向け組織的
に指導をおこなっ
た。学校全体で更な
る共通認識を図る。 
 
②困難を抱える生徒
の早期発見に努め
た。今後も必要に応
じＳＣやＳＳＷと連
携し適切な支援をす
るとともに、より円
滑な外部機関との連
携が求められる。 
 
③各活動において、
より生徒が主体的に
活動することができ
る運営方法の検討を
続ける必要がある。 
 
 
 
④さらに部活動の魅
力を発信していくと
ともに、活動を継続
していく方策も検討
していきたい。 

①校内の指導規準
等の見直しを継続
していくことで、
今後も学校全体で
共通認識を図って
いく。 
②生徒理解と情報
共有を進め支援体
制を強化してい
く。その他の外部
機関との連携につ
いても引き続き検
討していく。 
 
 
③これまでの取り
組みを振り返り、
よりよい運営方法
についての検討を
進めていく。 
 
 
 
④部 活 動 の 魅 力
や、活動を継続し
ていく意義を引き
続き発信していき
たい。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月31日実施） 
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３ 進路指導・支援 

・ウェルビーイングの
視点から、確かな目標
を設定し、粘り強く進
路実現を図る力を育成
する。 
・３年間の体系的なキ
ャリア教育計画を作成
し、進路指導・支援の
充実を図る。 

①ウェルビーイングの視
点を基に、主体的に進路
活動に取り組めるようキ
ャリア諸能力の育成を図
る。 
②生徒一人ひとりが将来
への展望を持ち、希望す
る進路を実現できるよう
系統的な進路指導・支援
を充実させる。 
 

①各種進路ガイダンスや体
験活動で蓄積したポートフ
ォリオ等を通して、生徒が
自己理解を深め、成長を実
感できるよう支援する。 
②進路ガイダンス、職業講
演会、インターンシップ等
を活用し、上級学校や職業
選択の際に参考となる情報
や機会を提供する。また、
インターンシップへの積極
的な参加を呼びかけ、参加
者を増やす。 

①主体的に進路活動やポー
トフォリオの作成に取り組
むこと等により、自己肯定
感や成長を実感することが
できたか。 
②生徒が希望する進路の実
現に向けて各学年と綿密に
連携し、模擬試験等のデー
タを活用しながら、適切な
支援をすることができた
か。インターンシップへの
参加者が増加したか。 
 

①行事等の振り返りを通
して、達成できた点や改
善点を把握し、自己の次
への課題に取り組むこと
ができた。  
②ガイダンス等を活用し
進路活動を進めていく上
で必要な情報を提供し、
支援した。インターンシ
ップでは、横浜北地区へ
の参加者数は昨年を下回
ったが、県の機関で行う
ものにも参加した。  

①これまでの振り返り
を基に様々な視点から
自己分析し、成長に繋
げられるよう支援す
る。  
②多様化する入試制度
の動向をしっかり把握
し、生徒の希望する進
路実現に向けて、支援
体制を強化できるよう
努める。  
 

①生徒一人ひとりの興
味・関心、将来への展望
と進路がつながるための
指導がされていることは
評価できる。 
 
 
②生徒の進路選択の上
で、より具体的なシュミ
レーションができる情報
提供を期待する。 

①生徒が、自らの考
えをより深めるた
め、行事や模試等の
振り返りの時間の確
保についてさらに検
討していく。 
 
②生徒が意欲的にキ
ャリア学習に取り組
む様子が見られた。
生徒が希望する進路
先について、意欲的
にキャリア学習に取
り組む姿勢が見られ
た。 

①振り返りの時間
を確保するととも
に、内容について
自己評価の機会を
設定し、目標達成
に向けた支援を継
続する。 
②様々な選抜方法
が増えている中
で、進路実現に向
けてその情報収集
がより容易に行え
る支援体制を構築
していく。 

４ 地域等との協働 

・シチズンシップ教
育、主権者教育の充実
を図る。 
 
 
・地域の様々な施設や
産業との協働を通し
て、社会に貢献できる
人材を育成する。 

①関係機関と連携し、身
近な教育資源の活用を推
進する。 
 
 
②地域と連携し、生徒が
自ら課題を見つけ主体的
に社会に関わることので
きる活動の充実を図る。 

①地域貢献活動等を通し、
関係機関との連携を図る。
校内においても地歴・公民
科等と連携し模擬投票など
の主権者教育に努める。 
②地域と連携し生徒が主体
的に社会に関わることので
きる活動を実施する。 

①学校運営協議会等での協
議を活かし、身近な教育資
源を有効活用ができたか。
シチズンシップ、主権者教
育を実施できたか。 
②地域と連携し、生徒が主
体的に社会に関わることの
できる活動を実施できた
か。 

①OB・OG講演会や地域貢
献活動について、地域社
会と連携した取り組みを
進めることができた。  
  
②総合的な探究の時間に
おいて、鶴見区役所との
連携によって生徒の主体
的な活動を推進すること
ができた。 

①生徒と地域との関わ
りをより深めていくた
めに。引き続き活動す
るとともに、地域に貢
献する活動に取り組ん
でいく。  
②今年度行った新たな
取り組みについて、来
年度の実施に向けた改
善点を見つける。  

①地域にも様々な考えを
持った方がいるので、地
域のニーズを把握する必
要がある。 
 
 
 
 
②探究の時間での鶴見区
役所との取り組みは素晴
らしい取り組みである。 

①地域との協働的な
活動について、今年
度の取組内容につい
て振り返りを行い、
改善点を見つけてい
く必要がある。 
 
 
②地域社会と連携
し、生徒が主体的に
活動に取り組むこと
ができた。引き続き
身近な教育資源につ
いて情報を取り入れ
ていく必要がある。 

①引き続き身近な
教育資源や地域の
情報を積極的に取
り入れ、地域と連
携して活動すると
共に、地域に貢献
する活動に取り組
んでいく。 
②生徒だけでなく
教職員も含めて、
地域と関わる機会
を検討していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・様々な教育活動につ
いての情報発信を積極
的に行い、本校の魅力
の発信に努める。 
 
 
 
・事故・不祥事を根絶
し、信頼される学校づ
くりに努める。 

①学校説明会やホームペ
ージの内容の充実を図
り、本校についての情報
発信を積極的に行う。 
②教員の働き方改革の推
進を実行する。 
 
③成績処理や要録・調査
書作成における事故や不
祥事の防止を図る。 

①学校説明会や行事につい
て、定期的なホームページ
の更新等を通して情報発信
を行う。 
②時間外超過勤務月45時 
間以上の教員を減らす。 
③成績処理や要録・調査書
の作成マニュアルを作成し
適切な処理・作成法につい
て周知すると共に、成績処
理支援システムの円滑な利
用を図る。不祥事防止研修
会を実施する。 

①情報発信の場の工夫と適
切な時期にホームページの
更新等を行うことができた
か。 
②時間外超過勤務月45時 
間以上の教員は減少した 
か。 
③成績処理や要録・調査書
作成における事故や不祥事
を無くすことができたか。 

①イベントごとに情報発
信することができた。発
信する内容も最新の情報
に上書きし伝達すること
ができた。  

 

 

③成績処理や要録・調査
書の作成マニュアルを作
成しその内容について周
知するとともに、適切に
処理・作成をすることが
できた。 

①閲覧している多くの
人にわかりやすいよう
に発信内容を工夫す
る。 

 

 

 

③処理・作成について
今年度の留意点をまと
め、次年度以降の改善
に繋げる。成績処理に
ついては、新しい採点
システムを円滑に運用
していく必要がある。 

①ホームページについ
て、学校の目指すところ
をわかりやすく示すこと
に尽力していることは評
価する。 
②充実した教育活動と働
き方改革の両立は難しい
が ICT を効果的に活用し
引き続き取り組んでほし
い。 
③成績処理や要録作成な
ど、マニュアル作成し運
用されていることは評価
できる。 

①ホームページの更
新を適切に行うこと
ができた。引き続き
積極的な発信を行っ
ていきたい。 
②AI を活用した採点
システムなどの利用
により働き方改革の
推進を目指した。 
 
③採点ソフトの活用
とともに成績処理支
援システムの円滑な
利用を図ることがで
きた。 

①学校説明会の適
切な開催時期や形
態について検討
し、実施する。 
②引き続き充実し
た教育活動と教員
の働き方改革の両
立を図る方策につ
いて検討してい
く。 
③研修会等を通し
て、引き続き様々
な場面における事
故・不祥事を起こ
させない環境を構
築していく。  


